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は じ め に 

 

 千葉県房総半島には古来よりニホンジカ

(Cervus nippon)が生息しており、1960年

代には分布が縮小していたが、1980年代以

降、個体数を増加させており、それに伴

い、農作物被害も発生した。農作物被害金

額は1991～1999年度には3,000～4,000万円

程度で推移していたが、2000年度以降減少

傾向にあり、2011年度は549万円となった

（千葉県農林水産部農村環境整備課調

べ）。千葉県特定鳥獣保護管理計画（ニホ

ンジカ）では、シカ保護管理のため、「で

きる限り経年的に行う調査」として、「捕

獲実態の把握（ユニット別・雌雄別の捕獲

状況」および「捕獲個体の解析（栄養状

態・繁殖状態、食性の把握）」が明記され

ている。そこで、2011年度の捕獲状況につ

いてとりまとめるとともに、捕獲個体の解

析を行ったので、報告する。これまで毎

年、捕獲個体の分析による「食性の把握」

と「脂肪蓄積量の測定」を実施してきた

が、2011度は分布調査を実施したために、

予算上実施できなかった。 

 

調 査 方 法 

 

１ 捕獲試料の回収方法 

 2011年度に市町村実施の有害獣捕獲で捕

獲した個体の一部をサンプル回収の協力依

頼をすることにより、「ニホンジカ・キョ

ンの生態調査に係る試料回収事業」として

試料の回収を行った。これは捕獲従事者が

解体し、調査サンプルを採取した後、市原

市にある千葉県射撃場へ運搬し、委託業者

である株式会社野生動物保護管理事務所が

分析を行った。回収されたサンプルは下顎

もしくは頭骨、そしてメスの場合は子宮

（胎児も含めて）であった。 

 

２ 捕獲個体の分析方法 

 シカの栄養状態を把握するために、メス

成獣（２歳以上）と幼獣（0才）の体重に

ついて検討した。メス成獣は定住性が高

く、行動圏を季節的に大きく移動させない

ため（千葉県・房総のシカ調査会      

1995）、生息地の状態をよく反映するもの

と考えられる。また、幼獣のサイズはその
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摘 要 ： 房総半島に生息するニホンジカ(Cervus nippon)について捕獲状況と

食性、体サイズ、繁殖状況をモニタリングした。2011年度の捕獲頭数は2,633

頭であった。冬のメス成獣の体重は41.1±6.3kg(47)(平均±標準偏差(試料

数)、以下同様）、幼獣の体重は、23.0±7.5kg(41)であった。繁殖率は78.7%

であった。20年以上シカの生息が確認されている地域では、糞中窒素含有率が

2.1%以下の低い地域となっていた。  
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個体が成長過程で採食した食物の栄養価に

大きく左右されるために、食物条件をよく

反映する。 

  年齢は下顎骨を用いて査定した。6月1

日生まれと仮定して（大泰司 1980）、満

12カ月齢までを0才、満24カ月齢までを1

才、以降満齢で示した。査定方法は2才ま

でを乳歯から永久歯への交換状態で判定し

て行い（大泰司 1980）、0才と1才を若

齢、2才以上を成獣として扱った。 

 繁殖率の指標とするため、捕獲個体の成

獣妊娠率を計算した。 

 

３ 糞の窒素含有率 

 各ユニットのシカの食物の栄養状態を把

握するため、食物のタンパク質含有率の指

標となる糞の粗窒素含有率を測定した

（Asada and Ochiai 1999）。2011年12月

～2012年2月に実施した糞粒法調査(浅田 

図1 成獣メスおよび幼獣の平均体重の年推移  

 冬季に捕獲された成獣メス(2歳以上、●)および幼獣(0歳、○)の平均体重を示した。 

浅田正彦 
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2013)の際に、各ラインにつき新鮮な10糞

塊より1粒ずつ採取した。調査は富津市、

市原市、大多喜町、勝浦市、御宿町、いす

み市、鋸南町において実施した。採取した

糞は、70℃で48時間乾燥し、ライン毎に10

粒あわせて粉砕し、NCアナライザー（住友

ケミカル社）により窒素含有率を測定し

た。 

 

結 果 と 考 察 

 

捕獲の実施状況 

 今年度の捕獲頭数は、有害捕獲が市町村

実施分2,299頭、県実施分182頭、狩猟が

152頭、計2,633頭であった（表1, 2）。シ

カの生息分布域の拡大に伴い農林業被害が

広域になっており、捕獲範囲も拡大してい

るものの、生息分布域内にあるものの捕獲

がほとんど行われていない地域（ユニッ

ト）もあり、分布拡大阻止や農林業被害防

止のためには早期に捕獲を開始することが

必要と思われた。 

 

図２ 千葉県のニホンジカの成獣妊娠率

（％）の年変化  

 県内全地域の合算を示す。図上の数値は

試料数を示す。 

表1 2011年度ニホンジカ市町・ユニット

別捕獲数 
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体重 

 冬のメス成獣の体重は41.1±6.3kg(47)

(平均±標準偏差(試料数)、以下同様）、

幼獣の体重は、23.0±7.5kg(41)であっ

た。市町村別に冬期の捕獲個体における平

均体重の年推移を見ると（図1)、幼獣にお

いて鴨川市（天津小湊地域）と君津市で

2010年以降に、鴨川市（鴨川地域）と大多

喜町で2004年以降に、増加傾向にあること

がわかる。鴨川市では、後述するように食

物の質の指標である糞中窒素含有率は低い

ままであるものの、ここ数年の大きな捕獲

圧によって生息密度が低下しており（浅田

2013）、質的な低下を採食量で補うことが

でき、体重が増加傾向にあると思われた。

大多喜町では2004年以降、それまで生息密

度が低かったO6～O10ユニットにおいて密

度が増加傾向にあり（千葉県・房総のシカ

調査会 1998、2000、2002、2004、2005、

2006、2007、2008; 浅田2010、2012）、こ

の地域での捕獲個体の割合が多くなってい

るために栄養状態のよい幼獣の捕獲頭数が

多くなっているのかもしれない。 

 

繁殖率 

 2012年に捕獲された成獣メスは47個体

中、37個体が妊娠しており、妊娠率は

78.7%であった。1993年からの成獣妊娠率

の年変化をみてみると（図2）、2004年ま

では80％前後で年変動があるもののゆるや

かな減少傾向にあったが、2004～2010年に

は１年おきに増減を繰り返しながらも増加

傾向となっていた。昨年は1993年以降調査

を行った期間で最も低い妊娠率であった

が、2012年は2004年頃のレベルに増加した

（図2）。 

 

糞中窒素含有率 

 今回調査したライン毎に採集した糞の窒

素含有率について、2010年度の調査結果

図3 採集した糞の平均窒素含有率（％） 

  2011年12月～2012年1月に富津市、市原市、大多喜町、勝浦市、御宿町、いすみ市、鋸南町で

採集した糞の窒素含有率の分析結果に、2010年12月～2011年1月に鴨川市と君津市で行った分

析結果（浅田 2012)、および1993年時点でのニホンジカの生息分布域（千葉県環境部自然保護

課・房総のシカ調査会 1993）を加えて示す。図中の英数字はシカ管理ユニットを示した。  

浅田正彦 
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表２ 千葉県におけるニホンジカの有害獣捕獲および狩猟による捕獲数の年推移 

注）実施時期に示した（調査）は県実施の捕獲を、（狩猟）は狩猟を示す。また、実施

季節または（有害）は市町等実施の有害鳥獣捕獲または個体数調整による捕獲を示す。 

* 性、捕獲場所不明個体を含む 
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（浅田 2012）および1993年時点での生息

分 布 域（千 葉 県・房 総 の シ カ 調 査 会 

1993）をあわせてみると（図3）、窒素含

有率の高いラインはシカの生息分布域の辺

縁部であり、1993年以降に生息するように

なった市原市や君津市から富津市、鋸南町

にかけてと、鴨川市の中部（嶺岡山系）、

大多喜町の北東部から御宿町の地域にみら

れ、一方、20年以上前からの生息域である

旧天津小湊町や旧鴨川市の東部、勝浦市西

部、大多喜町南部では2.10%以下の低い値

となっていた（図3）。これまでに房総の

ニホンジカにおいて、糞の窒素含有率が

2.0%を下回ると栄養状態が悪化して、妊娠

率が下がることがわかっている（Asada 

and Ochiai 1999）、この2.0％を下回る地

域は、20年以上シカが生息し、食物である

林床植生へインパクトを与え続けること

で、窒素含有率の高い植物が除去された結

果、食物条件が悪化していくものと考えら

れた。 
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